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1 ．はじめに

　新型コロナウイルス感染症（以下，新型コロナ）
の感染拡大により，本邦では 2020 年 2 月 26 日に
出された日本政府からのスポーツ文化イベントの
中止延期要請を皮切りに，ほぼ全ての公式競技会，
大会が中止となった 1）．その後，2020 年 8 月か
ら 9月にかけて各競技団体が様々な感染防止対策
を行った上で，公式大会が再開された 2）．このよ
うに新型コロナ禍の状況に応じて競技毎に試合を
再開しているが，2022年2月中旬現在においても，
36 都道府県にまん延防止等重点措置が適用され
ており 3），競技会等の観客の扱いは無観客もしく
は人数制限が求められているのが現状である．
　観客の入場制限により，試合映像のインター
ネット配信（以下，ネット配信）や結果をリアル
タイムで情報提供する仕組みがより求められてお
り 4），最近ではプロスポーツだけでなくアマチュ
アスポーツにおいても様々な会場でネット配信が
行われるようになっている 2）．現在は，インター

ネットによる動画視聴が一般化され，様々なプ
ラットフォームで動画配信が行われており，多く
の人がスポーツに限らず，インターネットを通し
て動画を視聴している．しかしながら，アマチュ
アスポーツにおけるネット配信では，全国規模の
大会を対象に実施されることが増える一方で，地
方大会や県レベルなどの小規模大会のネット配信
についてはほとんど普及していないのが現状であ
る．
ネット配信には配信機器の取り扱いや配信方法

のノウハウが必要であるが，そのような人材や体
制が整っていない場合には，配信実績のある企業
にネット配信業務を委託する必要がある．委託の
場合には配信経費が 1試合 150 万円といった報告
もあり 5），小さな地方大会や県レベルの小規模大
会では継続的に企業への委託を行うには予算上の
観点から困難である．そのため，小規模な大会等
でも継続的にネット配信を行うためには，大会運
営側が自前でネット配信を行える人材の確保やそ
のノウハウを獲得する必要がある．
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新型コロナ禍以降，ネット配信に関する論文が多
く発表されているが，その多くはオンライン授業
に関する実践報告やその効果を検討する内容であ
り，アマチュアスポーツにおけるネット配信の実
践報告は少ないのが現状である．特に，スポーツ
現場を対象としたネット配信のシステムや実践例
に関する報告は見られず，そのシステムは一般化
されていない．
　そこで本論文では，実際のネット配信の取り組
みの一例として一般社団法人三重県水泳連盟（以
下，三重水連）の競泳競技会の配信事例を紹介す
る．三重水連の医科学委員会では，2021 年度に
三重県鈴鹿市にあるスポーツの杜鈴鹿水泳場で開
催された 3 大会を対象に，ネット配信を行った
（2022 年 2 月現在）．3 大会の内訳は，7 月 10 ～
11 日に開催された「三重県選手権水泳競技大会」，
7 月 23 ～ 25 日に開催された「第 68 回東海高等
学校総合体育大会水泳競技大会（競泳）」，10 月
30 ～ 31 日に開催された「とこわか選手権水泳競
技大会（三重とこわか国体代替大会，以下とこわ
か選手権）」であり，3試合ともに無観客で運営
された試合であった．特に，三重県外（愛知県，
岐阜県，静岡県）から多くの選手が参加する東海
高等学校総合体育大会水泳競技大会（競泳）では，
感染予防対策として無観客開催に加えて，チーム
メンバーやスタッフの入場人数の制限もあり，試
合の時間帯を午前と午後の男女別に分けて開催さ
れた．このように，全ての試合で感染防止対策を
徹底しており，チームメンバーやスタッフ，保護
者においても自由に試合観戦ができない状況のた
め，試合映像を配信することの需要は高いと考え
られる．本論文では，上記 3大会のうち 2021 年
10 月に開催された「とこわか選手権水泳競技大
会」の取り組み例を紹介し，必要機材や手続き，
準備方法および今後の課題について述べる．

2 ．競泳競技会のインターネット配信の取り組み

⑴ 本ネット配信の目的・経緯，対象大会について
三重水連では，2020 年 7 月初旬より競泳公式

大会を再開し，現在に至るまで感染防止対策とし
て全ての試合を無観客開催としている．2021 年

10 月に開催された「とこわか選手権」も同様に
無観客試合として運営しており，試合結果はイン
ターネット上で公開されているタイム速報により
確認できる．一方で，同大会出場選手や関係者以
外については新型コロナ禍以前のように選手が泳
いでいる姿を観覧し，応援することはできない．
そのため，保護者を含めた観客に試合映像を届け
る取り組みは急務であると考えられる．
　そこで，三重水連の医科学委員会を中心に試合
映像のネット配信の取り組みを行うこととした．
本取り組みは，2021 年 5 月に開催された「三重
県長水路記録会」，6月に開催された「三重県ジュ
ニアオリンピック夏季水泳競技大会」においてテ
スト配信を行い，7月に開催された「三重県選手
権水泳競技大会競泳競技」より，保護者を含むチー
ム関係者を対象とした限定公開配信を開始した．
その後，同年 7月の「東海高等学校総合体育大会
水泳競技大会（競泳）」の限定公開配信を経て，
10 月の「とこわか選手権」も限定公開にてネッ
ト配信を行った．本論文で紹介する「とこわか選
手権」は三重とこわか国体（国民体育大会）水泳
競技の代替大会のため，とこわか国体出場選手の
レースや選手紹介が行われるだけでなく，三重と
こわか大会（全国障害者スポーツ大会）競泳競技
の選手紹介やデモンストレーションレースも行わ
れていた．また，本大会では競泳競技以外にも飛
込競技の選手紹介や，アーティスティックスイミ
ング（AS）競技においては選手紹介に加えてデュ
エットのデモンストレーションが行われ，これら
も全てネット配信を行った．

⑵ 本配信の閲覧手続きについて
本配信ではプラットフォームとしてYouTube

を用いたライブ配信を行い，公開範囲は大会関係
者および保護者のみを対象とした限定公開とし
た．限定公開のライブ配信では，指定された
URL を知る人のみが閲覧できる形式である．そ
のため，本配信では三重水連のホームページに掲
載された競技会 2次要項にライブ配信の情報を掲
載し，競技会 2日前までに閲覧を希望した団体の
責任者に，Eメールにて配信用 URL および QR
コードが記載された資料を送付した．URL およ
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びQRコードの管理は全て団体責任者が管理する
形とし，保護者を含むチーム関係者以外の外部へ
の公開は行わないように徹底させた．また，
YouTube 上で提供する情報・画像・音声等につ
いては三重水連の許可なく複製，転用，販売など
の二次利用を固く禁止した．

⑶　本配信の使用機材，設置について
　本配信で使用した機材を表 1に示した．記載し
た機材は，ネット配信および映像データを電光掲
示板に表示するための用途で使用した．Black 
Magic Design 社製の映像配信用ミキサ ATEM 
mini Extreme ISO（以下ATEMミキサ）を用い
たネット配信では，イーサネット経由の直接配信
が可能となり，Open Broadcaster Software（以
下 OBS）などの配信ソフトを使用せずに配信が
可能となっている．また，事前に無償のATEM 
Software Control のダウンロードを行うことで，
スイッチャーの設定や切り替え，メディアの挿入，
オーディオの調整が可能である．
　ATEMミキサなど表 1に示した本ネット配信

の使用機材は，ネット配信を行うだけでなく，プー
ルに設置された電光掲示板に表示するための映像
提供などの配信外の用途を目的とした機器もあ
り，ネット配信には不要な機材も含まれている．
例えば，本ネット配信ではデジタルビデオカメラ
（以下，カメラ）で撮影した表彰式や選手紹介な
どの映像を，会場の電光掲示板に表示しているが，
電光掲示板システムにカメラの映像を提供しない
場合は，表 1の機材から 30mHDMI ケーブル（ 1
本）およびHDMI ビデオキャプチャーボード（ 1
台），映像確認用 PC（ 1台）が不要となる．また，
本ネット配信では，レース中に電光掲示板に表示
されるタイム情報を電光掲示板管理システムから
ATEMミキサに入力し，レース映像とタイム情
報を同時に 1 画面で確認できる映像を配信した
（写真 1）．ここで，電光掲示板管理システムから
タイム情報を出力できない場合には，電光掲示板
管理システムと接続する 30mHDMI ケーブル（ 1
本）が不要となる．この場合は，カメラを 1台か
ら 2台に変更し，電光掲示板に表示されるタイム
情報を直接撮影し，ATEMミキサに入力する方

表 1　本事例におけるネット配信の使用機材一覧
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法でも代用が可能である．また，本ネット配信で
は映像配信用ミキサATEM Mini Extreme ISO
（160,000 円程度）を使用し，HDMI アウトプット
の 2系統を利用しているが，映像配信用ミキサに
入力した映像を電光掲示板システムに提供しない
場合は，映像配信用ミキサは「ATEM Mini Pro」
（63,000 円程度）などHDMI のアウトプットが 1
系統のみのミキサで代用が可能である．
　また，本ネット配信では場内アナウンス（以下
通告）音声を水泳場の音響システムからATEM
ミキサに直接入力しており，その際にはATEM
ミキサまでの距離を考慮して 30mの XLRマイク
ケーブル，XLRケーブル 3.5mm変換コネクタが
必要であるが，通告音声をカメラのマイクから取
得する場合には上記の機材は不要である．このよ
うに機器については使用用途に応じて変更がで
き，予算に合わせた調整も可能である．表 1の機
材を全て使用する場合には，57 万円程度の予算
が必要であるが，用途をネット配信に限定する場
合は 45 万円程度に予算を縮小することも可能で
ある．またカメラはホームビデオカメラでも代用
が可能であるため，使用機器については現時点で
保有している機材を用いた配信テストが必要であ
ろう．

　本ネット配信の使用機器の接続方法について，
図 1に示した．プールサイドに設置した機材は，
ネット配信用PCおよびATEMミキサ，モニタで
あり，電光掲示板操作・記録室や運営本部に近く
競技進行の妨げにならない箇所に設置した．プー
ルサイドに設置することにより，運営本部や電光
掲示板操作担当者と連携しながら，ネット配信や
電光掲示板への映像提供を行うことができる．
　2階観客席にはレース映像撮影用のカメラを設
置した．対象大会は長水路（50m）大会のため，
長水路プール中央部（25m）に近い位置にカメラ
を設置し（写真 2），泳者がいる全レーンを撮影
できるように画角を調整した．レース中は撮影ス
タッフが泳者をパンニングにより追尾し，なるべ
く泳者全員が映るように撮影した．レース展開に
おいて，泳者同士が離れ，泳者全員を映すのが難
しい場合は先頭集団を追う形とした．なお，泳者
同士が離れる可能性が高い 800m以上の長距離種
目がある大会においては，2 台のカメラおよび
ATEM ミキサの Super Source 機能を用いて
50m プール全体が映る固定映像を用いて配信し
たが（写真 3），本大会では 800m 以上の距離種
目がなく，Super Source 機能を使用する必要が
なかったため，カメラ 1台のパンニング撮影で対

図 1　ネット配信機器の配線図（2021年度とこわか選手権の例）
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応した．レース映像以外では表彰式や選手紹介等
も撮影し，カメラ映像は 30mの HDMI ケーブル
を用いて，プールサイドに設置されたATEMミ
キサに入力した．30mの HDMI ケーブルは観客
席の階段を這わせプールサイドまで下ろし，選手
の入場前（開門時間前）に養生テープを用いて固
定作業を行った．
　また，本大会ではカメラ映像を電光掲示板に表
示することもあるため，電光掲示板管理システム
にATEMミキサを介してカメラ映像をHDMI入
力し，入力されたカメラ映像を確認するために映
像確認用 PCも設置した．映像確認用 PCにはビ
デオキャプチャーボードを使用し，OBS により
カメラ映像を PCに表示した．

写真 1　 パンニングによるレース映像と電光掲示板の
タイム情報（右下）を含む配信映像

写真 2　 観客席に設置したデジタルビデオカメラによ
る撮影の様子

写真 3　 長距離（800m以上）種目を対象とした固定
カメラによる配信映像

⑷　本配信の準備について
　本ネット配信ではATEM Software Control を
用いて，スイッチャーの設定や切り替え，メディ
アの挿入，オーディオの調整を行った．配信用映
像では，カメラのレース映像を用いるが，レース
映像のみの配信ではタイム情報（レーン・泳者・
所属表示・タイム）を同時に確認することが難し
い．そのため，ATEMミキサに入力された電光
掲示板システムのタイム情報を写真 1のように右
下に挿入した．電光掲示板のタイム情報の挿入は，
ATEM Software Control のパレットからアップ
ストリームキーを選択し，Digital Video Effect
（DVE）を用いて調整した．DVE では挿入映像
ソースの指定を行うことができ，挿入位置やサイ
ズ，映像の切り取りなどの調整もできる．本ネッ
ト配信では，電光掲示板に表示されるリアクショ
ンタイムや通過時間，正式記録の配信を行うため
に，レースのスタート直後，ターン前後，ゴール
直前のタイミングで電光掲示板のタイム情報を配
信しているが，上記以外の場面については端レー
ンの泳者と配信画面の右下に表示されたタイム情
報が重複するため，タイム情報表示をしない，も
しくは状況に応じてタイム以外のレーン・泳者・
所属情報のみを表示し，全泳者が収まる画角で調
整した．なお，ATEMミキサ上のボタン「Picture 
in Picture」でもタイム情報映像の挿入対応は可
能であるが，入力ソースが図 1の HDMI input 1
から変更できず，より細かな映像の調整を行いた
い場合についてはATEM Software Control が必
要である．
　また，本ネット配信では画像無断転載を防ぐた
めに，ATEM Software Control のダウンストリー
ムキー（DSK）を用いて，画面の右上に三重水
連のロゴを挿入した．ロゴは写真 4 のようにメ
ディアプールに保管され，上記のようにレース映
像に重ねて使用するだけでなく，「準備中」や「配
信終了」の画像も保存し，1枚で配信画像として
も使用が可能である．そのため，カメラの画角の
再調整などが必要な際には「準備中」の画像や電
光掲示板の映像を表示した．また，写真 5のよう
に 2021 年 6 月のテスト配信時には，競技会名や
種目名，予選・決勝，選手名や開会式等の文字を
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配信映像に重ねる作業も試行していたが，画像の
挿入や切り替え作業，事前準備に人員を割くこと
が難しいため，継続的な配信を行うことを優先し，
配信作業からは省き簡素化した．
　映像以外には音声入力の事前準備も必要であ
る．水泳競技会会場では，スタート合図時以外は
場内 BGMが流れていることが多く，YouTube
のライブ配信では場内BGMに使用される楽曲の
著作権問題も考慮する必要がある．YouTube の
ライブ配信を行う際には使用する楽曲の著作権お
よび著作隣接権の申請が必要であるが 6），申請を
行わず使用する場合は著作権法を侵害する可能性
があるため，注意が必要である．このことから，
会場のBGM等の楽曲が配信されないように注意
する必要があるため，本ネット配信では通告音声
を音響システムから直接ATEMミキサに入力す
ることで，通告音声のみが配信されるように配慮
した．また，スタート時の合図音については音響
システムには入力されていないため，ATEMミ
キサに入力されたカメラのマイク音声を，スター
ト時のみ配信されるように ATEM Software
Control もしくはATEMミキサ本体でカメラの
マイク音声のON，OFFの切り替えを行った．

写真4　ATEM Software Control 上のメディアプール

写真5　配信テストにおける映像への文字挿入の試行例

　また，本ネット配信のプラットフォームとして
用いた YouTube では，配信のために Google ア
カウント取得の必要があり，取得後にはライブ配
信を有効にする手続きを行った（初めて配信を有
効にする場合は最大 24 時間を要する場合があ
る）．その後，YouTube Studio にてライブ配信
の公開範囲や配信開始日時の設定を行い，公開範
囲は限定公開に，配信開始日時は競技開始 15 分
前に設定した．また，PowerPoint で作成した画
像（PNG，JPEG 等）をサムネイル画像として登
録し，配信開始前にサムネイル画像が表示される
ように設定した（図 2）．配信開始後はメディア
プールの画像を用いて「準備中」の画像表示，も
しくは写真 6のように，競技開始前の競技場の様
子を配信した．また，ライブ配信の設定画面では，
共有アイコンを利用して配信URL を取得するこ
とができる．本ネット配信では閲覧希望者への
URLの配布を行うため，事前にURLを取得した．
なお，配信後にも配信映像が確認できるアーカイ
ブ動画のカット等の編集作業は 6時間未満の動画
のみが可能なため，ライブ配信用URL は 1 回の
配信が 6時間未満になるように，予選競技と決勝
競技に分けて作成した．

図 2　ライブ配信時のサムネイル画像

写真 6　競技開始前の配信映像
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　ネット配信では，事前にYouTube Studio でラ
イブ配信の設定において，ストリームキーを取得
する必要がある．取得したストリームキーは，
ATEM Software Control の出力タブに貼り付け
を行い，出力タブのON AIR ボタンを押すこと
でYouTube Studio に配信映像が表示される．配
信映像に問題がないことを確認できたら，
YouTube Studio の「ライブ配信を開始する」ボ
タンを押すことで配信を開始できる形となる．

⑸　本ネット配信の配信時の流れについて
　事前準備を行った後は，競技会開始 15 分前を
目安にライブ配信を開始した．本ネット配信にお
ける 2日間の人員配置は，観客席での撮影業務に
は常時 1名（ 3名交代制），プールサイドでのネッ
ト配信業務には常時 1名（ 2名交代制）を配置し
た．業務場所が 2箇所に分かれているため，必要
に応じてトランシーバーを用い情報交換や撮影指
示を行った．
　撮影作業では，常に全泳者がカメラの画角に収
まるように調整し，泳者を追尾しながらパンニン
グ撮影を行った．表彰式や選手紹介，ASのデモ
ンストレーション演技では，配信担当者が競技運
営側および電光掲示板操作担当者と相談し，撮影
方法やスケジュールの指示を伝えた．撮影中の注
意事項としては，選手への配慮およびカメラの
バッテリー残量の確認である．まず競技運営側に
よる選手への配慮として，紹介選手中の映像は遠
目で撮影するように注意を払う必要があった．ま
た，本配信では 2階観客席に電源ドラムを延長す
ることで，カメラのバッテリー残量を常時確保で
きていたが，電源が確保できない環境では残量確
認およびバッテリーの交換が必須である．配信作
業では，常時配信状況の確認をするとともに，写
真 7のモニタ映像を確認しながら，レース毎にス
タート音声入力の切り替え，映像の切り替え作業
（タイム情報の表示・全画面表示への切り替え）
を行った．上記対応は 1名で対応可能であるが，
本大会では医科学委員会による強化指定選手の水
中映像の撮影や提供作業も行っているため，常時
プールサイドには配信作業者は 2名体制で対応を
行った．

　上記のライブ配信終了後はYouTube Studio に
よりアーカイブ映像を必要に応じて編集してから
アップロードし，規定期間を過ぎてから非公開に
変更した．本配信における動画視聴回数は述べ
5,582 回であった．

写真 7　 入力映像が確認する外部モニタ映像（マルチ
ビュー設定）

⑹　本ネット配信における課題
　本ネット配信では，企業委託（150 万円程度）
よりも比較的安価（15 万～ 57 万円程度）に配信
を行うことができた．委託した場合と異なり，一
度機材を揃えられることができれば人的ソースの
確保のみで配信が可能であり，小規模な大会など
においても継続的に配信が可能となると考えられ
る．また，三重水連の医科学委員会では陸上から
のレース映像だけでなく，水中からのレース映像
の撮影も行っている．そのため，強化指定選手や
担当コーチへの水中映像の提供もネット配信を活
用することでリアルタイムに行うことが可能であ
る．
　一方で，ネット配信には多くの課題が残るのも
現状である．例えば，水泳場の環境により，ネッ
トワーク環境が異なるため，事前に動画配信に対
応できるネットワーク環境の有無の確認が必要で
ある．事前のテスト配信ではレンタルポケット
WiFi を用いたが，水泳場環境の影響により，電
波が微弱なためネットワーク速度が遅いことや容
量上限の関係もあり，複数日行われるライブ配信
への対応は難しく，その場合は録画のアップロー
ドでの対応が余儀なくされると考えられたため，
7月以降の本配信ではライブ配信を行うために有
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線 LAN を利用した．有線 LAN では無線 LAN
よりも安定した配信が可能であり，ATEM 
Software Control を利用する場合はATEMミキ
サと PCを直接接続しなくても，有線ネットワー
クを介した接続が可能となる．一方で有線 LAN
ではケーブル配線への考慮が必要であり，作業場
所の制限が出てくる場合がある．その際は撮影箇
所と配信箇所が分かれるため，トランシーバーな
どの通信機器を用いた連携が必要となる．また，
映像撮影では水泳場環境の問題があり，時間帯に
よりプールへの光の入り方などが異なり，カメラ
の調整が頻繁に必要な場合もあるため，事前に
プール環境を考慮したテスト配信を行う必要があ
る．さらに，ネット配信では映像撮影による音声
の著作権への配慮はもちろん，肖像権への配慮も
重要であるため，配信には細心の注意が必要であ
る．公益財団法人日本水泳連盟（以下，日水連）
では，公式競技会及び公認競技会における個人情 
報および肖像権の取り扱いについて案内しており7）， 
日水連や加盟団体が主催する公式競技会および公
認する競技会で撮影された映像がインターネット
によって配信されることがあることが明記されて
いる．上記の取り扱いについて，競技会の参加選
手は日水連に競技者登録を完了することにより肖
像権の承諾を得たものとして対応しており，大会
役員・競技役員等の競技会運営側の肖像権も承諾
されたものとして対応している．本ネット配信の
対象大会は三重水連の公式競技会であり，上記の
取り扱いの対象となるため，肖像権は問題とはな
らないが，本ネット配信では競技運営側による選
手への配慮として，紹介選手中の映像は遠目で撮
影するように注意を払うようにした．このような
肖像権については各競技団体で取り扱いが異なる
可能性があるため，確認が必要である．
　また，本配信において大きな課題となるのは人
的ソースの十分な確保である．これまでの競技運
営の人員に加えてさらにネット配信の人員確保が
必要なため，本ネット配信システムを用いた場合
に競技会では最低でも 4名（プールサイド 1名，
観客席 1名の 2交代制）の人員を確保する必要が
ある．新型コロナ禍の競技会運営においては，通
常の競技役員の確保も非常に大変な中で，配信業

務が追加されることにより，さらに多くの人員確
保が必要なことは今後の課題である．本ネット配
信では，地域スポーツの活性化の一環として，鈴
鹿工業高等専門学校に支援をいただき，機材の貸
し出しだけでなく，専攻科に所属する学生 2名に
よる継続的な人的支援もいただいた．このように
地域の学校との連携も新たな取り組みを進める上
では重要である．しかしながら，このような地域
と連携した人員確保が難しい場合は，配信システ
ムの見直しも必要である．例えば，観客席に設置
してあるカメラをパンニングせずに 2台配置し，
常時プール全体を撮影することで，観客席の人員
配置を行わずに，プールサイドの配信作業担当者
が必要に応じて 2 画面の切り替えを行い，映像
ソースの確保を行うなどの手法も可能である．こ
のように，2台のカメラ設置を行うことで，タイ
ム情報と共に 2画面の固定映像を同時に配信する
ことも可能となり，パンニング回数が多くなる長
距離種目の配信にも有効な手法となる（写真 3）．
上記のカメラの設置台数については，試合会場の
環境により，1台のカメラでプール全体を撮影で
きる可能性があるため，事前に試合会場でのテス
ト撮影が必要である．また，電光掲示板システム
からのタイム情報の入力も，電光掲示板をカメラ
で直接撮影する形に変更することで，水泳場の電
光掲示板システムに左右されずにどの水泳場でも
対応が可能である．このような作業が簡素化され
た手法ではカメラ予算を 3台計上するため，表 1
に記載された「作業の簡素化重視（固定撮影）」
の概算費用は 58 万円程度となる．
　手法の選択以外にも，小規模な大会運営では機
器の確保が課題となる可能性がある．例えば，予
算上で ATEM ミキサの ATEM Mini Extreme 
ISO の購入が難しい場合も考えられ，その場合は
より安価なミキサとしてATEM Mini Pro を用い
たり，ATEMミキサの代用としてビデオキャプ
チャーボード 2台およびOBS を使用し，映像配
信を行うことも可能である．また，パソコンも既
存物品を利用できる場合には，表 1に記載されて
いる「配信用途予算重視①」の概算費用は 25 万
円程度（ATEM Mini Pro 使用），もしくは「配
信用途予算重視②」の概算費用は 15 万円程度
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（OBS 使用）となる．このように，本事例の使用
機器や形式に拘らず，各地域の実情に応じた様々
な工夫については今後検討する必要である．
　なお，本論文で紹介した事例は新型コロナ禍に
より 1年かけて試行錯誤してきたものであり，あ
くまでも現時点の取り組み例である．実際の配信
までに，種目名や選手名の挿入等の様々な工夫や
取り組みを行なったが，最終的にはシンプルかつ
継続できる形を追求することが必要であると実感
し，現在は紹介した形式で実施している．今後は
本事例以外にも多くの事例が報告され，スポーツ
の活性化のために，より良い配信事例を共有でき
ることを望む．
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